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概要 

Abstract 

 

 インプラント治療に際しては、欠損部にそのままインプラントを埋入できるケー
スはむしろ少なく、規模の大小にかかわらずGBRが必要であったり、あるいは特

殊形状のインプラントを用いる必要があることの方が多いと感じられる。GBR に

おいては、日本では人工骨の選択肢が少なく、また治療期間が長くなることが多

いうえに、早期に吸収する人工骨では期待した骨量が得られないことが多く、一

方で長期間残留する人工骨の場合は、それらを用いない場合より感染した場合

のリスクが高くなるという問題もある。そもそもGBR法はテクニックセンシティブで

あり、手技の熟達が要求される。我々はこのような問題を解消すべく、低分子化

合物を用いた骨増生についての研究を行っている。近年、これらの物質は、薬

剤関連顎骨壊死を治療しうる可能性が見られたため、そのことについてもお話し

したい。 
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